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d-2a，d-2b 

〔講義の目的〕 
 生物無機化学は、生命現象を構造科学的側面から原子・分子レベルで解き明かそうとする学問分

野であり、生命科学、無機化学、物理化学、機器分析科学などの境界領域にある。 
 そこで、本講義では、これまで様々な講義科目で学んだ知識を活かして、代表的な生体分子の反応に

ついて原子・分子レベルで説明できるようになることを目的とする。 

〔講義の概要〕 
 生物化学をベースに、タンパク質中活性部位の構造、構造解析に役立つ分光法、光合成・呼吸・

電子伝達・情報伝達タンパク質の構造と機能、病と生体分子の関わりについて解説する。 
 

〔履修上の留意点〕 
本講義の関連科目は多いが、講義前の予習は必要としないよう工夫して講義を進める。ただし、

講義中に講義内容に関する演習課題を出題する。講義中に演習の機会も設けるが、完成しなかった

場合は各自で課題に取り組み、指定された期限までに必ず提出すること。 

〔到達目標〕 
１．生命科学で取り扱う代表的な生体関連物質の構造と機能について説明できる。 
２．タンパク質中にある活性部位の配位構造が化学結合論で説明できる。 
３．生体分子の構造を解析するための代表的な分光分析法について説明できる。 
４．光合成・呼吸・電子伝達・情報伝達タンパク質に関連する構造と反応性について説明できる。 
５．病と生体分子の関わりについて説明できる。 

〔自己学習〕 
講義の進行に伴って参考プリントや演習課題を配付する。また、参考文献も紹介する。これらに

基づいて十分復習すること。試験問題は提出課題の類題とする。 

〔評価方法〕 
授業中に配布する演習問題のレポート（６０％）と試験（４０％）で総合的に評価する。 

〔教科書〕 
なし。（必要に応じて参考プリントや演習課題を配付する。） 

〔補助教材・参考書〕 
生物無機化学 増田秀樹・福住俊一編著 三共出版 

生物無機化学 S.J.リパード・J.M.バーグ著 松本和子監訳他訳 東京化学同人 

無機生化学  J.A.コーワン著 小林宏・鈴木春男訳 化学同人 
 

〔関連科目・学習指針〕 
本科において履修した生物化学・生物機能科学・分子生物学・無機化学・有機化学など。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 生物無機化学概観 講義概要などのガイダンスと既存知識のチェック  

第 2 週 基礎生物無機化学 生体物質と金属錯体の関係について学ぶ  

第 3 週 化学結合論１ 生体関連物質の原子価結合法について学ぶ  

第 4 週 化学結合論２ 生体関連物質の分子軌道法について学ぶ  

第 5 週 配位化学１ 活性中心の配位構造について学ぶ  

第 6 週 配位化学２ 活性中心の化学反応について学ぶ  

第 7 週 分光分析法１ 生体分子の構造を解析するための分光分析法について学ぶ  

第 8 週 分光分析法２ 生体分子の構造を解析するための分光分析法について学ぶ  

第 9 週 光合成 光合成に関連するタンパク質の構造と反応性について学ぶ  

第 10 週 呼吸 呼吸に関連するタンパク質の構造と反応性について学ぶ  

第 11 週 電子伝達・情報伝達 電子伝達・情報伝達タンパク質の構造と反応性について学ぶ  

第 12 週 酸素の活性化 タンパク質活性部位の構造と反応性について学ぶ  

第 13 週 生体分子と病 生体分子の病への関わりについて学ぶ  

第 14 週 演習  以上の内容について演習する  

第 15 週 試験 以上の内容について試験を実施する  

           
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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